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午前１０時００分 開会 

○岡田委員長 ただいまから、予算決算委員会を開会いたします。 

本日は、お手元に配付いたしております日程書のとおり行います。 

それでは、日程第１、本委員会に付託されました予算関係議案、議案第７７号令和元年

度米子市一般会計補正予算補正第２回及び議案第７８号令和元年度米子市介護保険事業特

別会計補正予算補正第２回、以上２件を一括して議題といたします。 

２件の議案については、各分科会長から、特段報告すべき事項はなかったとの報告を受

けております。 

これより、討論に入ります。 

別にないものと認め、討論を終結いたします。 

これより、２件の議案を一括して採決いたします。 

２件の議案については、原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

[「異議なし」と声あり] 

○岡田委員長 御異議なしと認めます。 

よって、２件の議案はいずれも原案のとおり可決すべきものと決しました。 

次に、日程第２、本委員会に付託されました決算関係議案、議案第７９号から第８４号

までの６件を一括して議題といたします。 

これより、６件の議案について、分科会長の審査報告を求めます。 

門脇総務政策分科会長。 

○門脇総務政策分科会長（登壇） 総務政策分科会の決算審査報告をいたします。 

議案第７９号平成３０年度米子市一般会計等の決算認定についてのうち、当分科会の審

査担当とされた部分について、去る１７日に分科会を開き審査いたしました結果、大変厳

しい財政状況を踏まえながら、米子市の将来と住民生活に責任を持つ行政運営上、特に重

点的かつ早急な対応と改善を要すると思われる事項について、以下指摘された４点を報告

いたします。 

１、自主防災組織育成事業については、平成３０年度に新たに３９の組織が誕生し、２

９年度末の結成率約６４％から３０年度末には約７１％まで引き上がったことは、単位自

治会に出向き個別に結成促進を働きかけてきた成果があらわれたものと考える。未結成自

治会の地域の特性を分析し、その特性に応じた結成促進を粘り強く行い、さらなる自主防

災組織の結成率向上を図られたい。 

また、既存の自主防災組織に対し、地域の災害特性に応じた効果的な訓練を徹底するほ

か、資機材を購入する際の助言、また自主防災組織と消防団、常備消防等との連携促進を

行い、より実効性の高い組織の育成を図られたい。 

２、インフラ長寿命化基本計画策定事業については、公共施設等総合管理計画に基づい

て、一部の公共施設等公共建築物、インフラ施設において個別施設計画が策定され、削減

も含めた今後の施設のあり方について検討されてきたが、今後策定される個別施設計画も

含め、この計画が市の情勢や市民のニーズに適合しているかどうかを検証し、必要に応じ

て改定されたい。 
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また、昨今の公共施設の統廃合問題や市庁舎再編問題などへの憶測や誤解、不安に対し

ても、個別施設計画で公共施設等の状況や緊急性などをきちんと示し見える化することが、

市民への説明の基本となることから、個別施設計画を早急に策定、公表し、市民理解の促

進を図られたい。 

３、生活路線運行対策事業については、運転乗務員不足による人件費上昇や燃料費の高

騰等により、運行に係る経費が上昇しており、平成３０年度は利用者の微増によって運賃

収入が約２３０万円増加したものの、それを上回る支出となったため、本事業によるバス

事業者への赤字補填額は上昇している。生活路線については、維持、確保のみならず、利

便性の向上が求められる中、赤字補填を行う本事業による維持向上策の事業効果には限界

がある。本市のバス路線による人口カバー率は、８８．４％と高いものの、利用率は低い

ことから、本事業とは別に、利用促進のための事業を構築されたい。 

４、女性の専門職資格取得助成事業については、出産や育児のために離職した女性の再

就労支援が目的であり、女性のパワーアップ及びエンパワーメントのために大変重要な事

業であるが、事業開始以降、助成金を交付した人数、決算額とも右肩下がりである。支援

を必要とする市民に情報が届くよう、さらなる事業の周知に努められたい。また、再就労

につなげるため、資格を取得した女性とその資格を持つ人材を求めている企業等とのマッ

チングに努め、本事業のさらなる推進を図られたい。 

以上で報告を終わります。 

○岡田委員長 次に、安田民生教育分科会長。 

○安田民生教育分科会長（登壇） 民生教育分科会の決算審査報告をいたします。 

議案第７９号平成３０年度米子市一般会計等の決算認定についてのうち、当分科会の審

査担当とされた部分について、去る１８日に分科会を開き、審査いたしました結果、大変

厳しい財政状況を踏まえながら、米子市の将来と住民生活に責任を持つ行政運営上、特に

重点的かつ早急な対応と改善を要すると思われる事項について、以下、指摘された２点を

報告いたします。 

１、５歳児健康診査事業については、対象児童の保護者に対し、アンケートにて一次健

診後、支援の必要性あり、かつ相談希望とされた児童に二次健診を行い、合同情報交換会

にて教育委員会と連携して情報交換を行っている。 

今後の施策に生かすため、就学前の情報交換で終わることなく、教育委員会との連携を

さらに密にされたい。 

２、健康診査及びがん検診の受診率向上については、国と同様の目標設定をしている本

市の受診率は全国的にも低い水準にとどまっており、現在の取り組みを抜本的に見直さな

ければ、容易に達成できる状況ではない。 

従来どおりの啓発活動にとどまらず、肺炎ウイルス検査のように節目年齢での効果的な

受診勧奨の取り組みや、対象者の網羅的な名簿管理に基づく受診勧奨や再勧奨、かかりつ

け医や薬剤師を通じた受診勧奨など、毎年度の受診率の目標数値を具体的に掲げての新た

な取り組みを図られたい。 

以上、報告を終わります。 

○岡田委員長 次に、稲田都市経済分科会長。 

○稲田都市経済分科会長（登壇） 都市経済分科会の決算報告をいたします。 



－4－ 

議案第７９号平成３０年度米子市一般会計等の決算認定についてのうち、当分科会の審

査担当とされた部分、議案第８０号平成３０年度米子市水道事業会計の決算認定について、

議案第８１号平成３０年度米子市水道事業会計剰余金の処分について、議案第８２号平成

３０年度米子市工業用水道事業会計の決算認定について、議案第８３号平成３０年度米子

市下水道事業会計の決算認定について、議案第８４号平成３０年度米子市下水道事業会計

剰余金の処分について、去る１９日に分科会を開き、審査いたしました結果、大変厳しい

財政状況を踏まえながら、米子市の将来と住民生活に責任を持つ行政運営上、特に重点的

かつ早急な対応と改善を要すると思われる事項について、以下、指摘された９点を報告い

たします。 

１、伯耆国大山開山１３００年祭推進事業の成果については、伯耆国大山開山１３００

年祭の情報発信は、大山の歴史的価値を含めて全国に名声をとどろかせ、大きな成果を残

した。しかし、にぎわいの創出による地域の活性化にどのような事業効果、経済効果を蓄

えたのかということは市民の目線ではわからない。今後、イベント事業を含め、にぎわい

の創出の取り組みに当たっては、米子市行政圏にどのような成果をもたらすのかという具

体的な方針の策定や総括をされたい。 

２、駐車場事業特別会計貸付金については、駐車場事業については、数十年来赤字経営

が続いており、その運転資金については駐車場事業特別会計貸付金で補填し、経営してい

る状況下である。また、駐車場事業特別会計については、約５億円の累積赤字が生じてお

り、その予算対応については、繰上充用の事務対応としており、その事務対応は常態化し

ている。駐車場事業経営について早急に黒字化を図られるとともに、駐車場事業特別会計

の予算対応において常態化している繰上充用について、有利な起債等を探求され、その解

消に努められたい。 

３、市道の認定と管理については、平成３０年度の市道認定は１８件実施されている。

市は、これまで市道認定の判断基準を議会及び市民に非公表のままにしている。市道認定

は、道路法に基づき地権者の私権を制限するものであり、地権者と情報を共有することか

らも、市道認定の判断基準の公表をされることとあわせ、市道認定に関する要綱の制定を

されたい。 

さらに、市道４路線は市道認定が議会で議決されており、現在、借地料契約を結び公金

支出に至っている。これらの現状について、道路法に鑑み、用地買収も視野に入れながら

速やかな解決をされたい。 

４、墓地管理手数料の収入未済額については、墓地管理手数料の平成３０年度末の収入

未済額は、５２８件、１４５万７，３４０円。内訳として、（平成３０年度は５４件、１５

万５，６９０円。平成２９年度までの滞納繰越分は４７４件、１３０万１，６５０円。）で

あり、滞納理由として、使用者の所在不明と死亡が原因としている。滞納処理においては、

督促状の送付と電話対応を行われているが、相手方の確認を曖昧にした督促の事務処理は

不適正であり、改善をされたい。 

また、収入未済額の早期回収を図られるとともに、滞納処理の対策においては、契約時

に使用者の継承等の確認手続を行うことも検討されたい。 

５、加茂新川河口整備については、加茂新川は、弓ヶ浜公園の敷地の区域が２級河川に

指定され、鳥取県の管理である。市は、平成２７年度までは河口閉塞と海岸浸食を防ぐ観
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点から、鳥取県に対し、河口整備を国・県要望に盛り込み要望を続けてきた。しかし、平

成２８年度から、国・県要望から項目が削除されるに至っている。市が、河口整備の必要

性を認識していながら、国・県要望から削除したことは極めて遺憾であり、次年度から加

茂新川河口整備について、国・県要望の項目に追加されたい。 

６、都市公園管理事業については、公園については、管理区分がわかりにくいため、公

園管理台帳を整備し市民に示唆され、適正な管理を実施するとともに、遊具の管理につい

ては管理責任の明確化から管理主体者の一元化を図られ、また、点検、修繕整備について

迅速に対応できる適切な体制の構築に努められたい。 

さらに、公園の指定管理業務については、現在１社での発注対応としているが、除草業

務等において不適切な状況が散見される。指定管理の業務範囲は広範囲であり、今後にお

いては同業務の円滑的推進の観点から、複数の業者での対応とする分割発注とされたい。 

７、市営住宅については、平成３０年度は、政策空き家が２６７戸あり、その内容や位

置づけ、区分等詳細を明らかにされたい。 

また、空き室１０３戸については、修繕予定の利用可能な空き室数であるが、詳細な状

況を把握できておらず、良好な財産の管理に値しないと言わざるを得ない。応募者は高齢

者が約８割、また、それに続いて子育て世帯が多いことから、社会情勢を鑑み市民の応募

に応えるべきである。公有財産の有効活用及び適正な維持管理の観点から、速やかに改善

されたい。 

また、長寿命化計画の見直しに早急に着手されたい。 

８、公共下水道未接続の取り組みについては、一般財源から公共下水道公営企業会計へ

の繰出金約２０億円は、市の財政を圧迫している。一方その中で、未接続戸数３，５４７

件への取り組みは、最大限の努力をしているとは言いにくい。また、大型店舗や企業等１

１戸に対しても、通り一遍の取り組みであった。場合によっては、市長や部長のトップセ

ールスも必要である。その観点から、平成３０年度増税前、金利無利子のタイミングをと

らえるチャンスだったと考える。財政健全化を図る上で、市民の公平性の観点からも未接

続に関しては、不断の努力で取り組まれたい。 

９、公共下水道特別使用分担金の制度と運用については、公共下水道特別使用分担金制

度は、整備区域外において下水道を利用する場合に、整備区域内の受益者負担金と同額を

利用者に求める制度である。他方、下水道受益者負担金の減免制度が設けられているが、

特別使用分担金は、減免規定の対象とされていないという不公平が存在している。下水道

受益者負担金の減免は、整備区域内で私財で管渠施設を埋設し、市に物件を寄付した場合

に適用となり、特別使用分担金は整備区域外のため、私財で管渠施設を埋設し、後に市に

物件を寄付しても減免の対象外とされている。しかし、市は、整備区域外の私財の物件寄

付の受け取り後は、整備区域と同じ管理をするとしている。これらのことから、受益者負

担金と特別使用分担金の名によって、減免の格差が生じないよう是正されたい。 

以上、報告を終わります。 

○岡田委員長 以上で、分科会長の審査報告は終わりました。 

それでは、ただいまの分科会長の報告に対する質疑に入ります。 

別にないものと認め、質疑を終結いたします。 

これより、討論に入ります。討論の通告がありますので、発言を許します。 
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岡村委員。 

○岡村委員（登壇） おはようございます。日本共産党米子市議団の岡村英治です。 

私は、議案第７９号平成３０年度米子市一般会計等の決算認定について、認定に反対す

る立場で討論いたします。 

小・中学生の就学援助、入学準備金の増額と前倒し支給に踏み出したことは、低所得世

帯児童生徒の学習環境を整備する上で大きな前進だと評価したいと思います。しかし、以

下の点で、市民の利益に反するものとして認定に反対するものです。 

第１は、国が既に２００２年に事業を打ち切っているにもかかわらず、同和地区関係者

を対象にした個人給付事業、進学奨励金の支給、固定資産税の減免が継続されたという点

です。 

第２は、準要保護世帯の児童生徒に対する就学援助、給食扶助費が、本来全額助成すべ

きところを７割助成、つまり、給食費３割負担を準要保護世帯に強いているという点です。 

第３は、学童保育や保育園の待機児童対策として、米子市は公の責任を投げうって、民

間丸投げの姿勢を取り続けているという点です。 

第４は、国民１人１人に１２桁の番号を振り当てる、国が音頭取りで始めたマイナンバ

ー制度に関連する事業です。 

詳しくは１０月２日の本会議での討論で述べますが、以上の点から決算の認定に反対す

るものです。 

よろしくお願いします。 

○岡田委員長 以上で、通告による討論は終わりました。ほかに討論はありませんか。 

 ほかにないものと認め、討論を終結いたします。 

これより、６件の議案を順次採決いたします。 

初めに、議案第８０号平成３０年度米子市水道事業会計の決算認定について、議案第８

１号平成３０年度米子市水道事業会計剰余金の処分について、議案第８２号平成３０年度

米子市工業用水道事業会計の決算認定について、議案第８３号平成３０年度米子市下水道

事業会計の決算認定について、及び議案第８４号平成３０年度米子市下水道事業会計剰余

金の処分について、以上の５件の議案を一括して採決いたします。 

５件の議案について、それぞれ原案のとおり可決及び認定することに御異議ありません

か。 

[「異議なし」と声あり] 

○岡田委員長 御異議なしと認めます。 

よって、５件の議案は、それぞれ原案のとおり可決及び認定すべきものと決しました。

次に、議案第７９号平成３０年度米子市一般会計等の決算認定についてを採決いたしま 

す。 

本議案について、原案のとおり認定することに賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立···安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、遠藤委員、 

奥岩委員、尾沢委員、門脇委員、国頭委員、田村委員、土光委員、戸田委員、中田委員、

西川委員、前原委員、三鴨委員、矢倉委員、安田委員、矢田貝委員、渡辺委員〕 

○岡田委員長 起立多数であります。 

よって、本議案は、原案のとおり認定すべきものと決しました。 
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以上で、本委員会に付託されました議案の審査は終了いたしました。 

これをもちまして、予算決算委員会を閉会いたします。 

午前１０時２３分 閉会 

 

米子市議会委員会条例第２９条第１項の規定により署名する。 

 

予算決算委員長 岡 田 啓 介 

 


